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隔月１回
15日発行甲賀広域行政組合消防本部からの情報を発信します！

（１）

連
携甲

賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
と
消
防
署
で

は
、
7
月
９
日
（
日
）
、
甲
賀
市
か
ふ
か
生
涯

学
習
館
周
辺
一
帯
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
甲

賀
広
域
消
防
連
合
夏
期
訓
練
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
近
年
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

甲
賀
市
に
お
い
て
も
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
甲
賀
・
湖
南
両

市
消
防
団
に
加
え
、
防
衛
省
自
衛
隊
滋
賀
地
方

協
力
本
部
草
津
地
域
事
務
所
、
滋
賀
県
甲
賀
警

察
署
、
公
立
甲
賀
病
院
の
各
関
係
機
関
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
林
野
火
災
を
想
定
し
た
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
と
交
通
事
故
を
想
定
し
た
救
急
救
助

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
実
際
の
大
規
模
災
害
時

に
出
動
す
る
各
関
係
機
関
が
参
集
し
た
こ
と
で
、

お
互
い
の
活
動
を
確
認
し
な
が
ら
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

期

訓

練

大

夏

会

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
で
は
、
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府

福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火
大
会
で
の
火
災
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年

８
月
１
日
か
ら
、
祭
礼
や
花
火
大
会
、
展
示
会
な
ど
の
多
数
の
者
が

集
合
す
る
催
し
（
以
下
「
催
し
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
一
定
の
防

火
安
全
対
策
を
図
る
た
め
、
火
を
使
用
す
る
器
具
（
移
動
式
ス
ト
ー

ブ
、
移
動
式
こ
ん
ろ
、
携
帯
発
電
機
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
や

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
な
ど
）
を
催
し
で
使
用
す
る
場
合
は
、
消
火
器
の

準
備
と
消
防
署
へ
の
事
前
の
届
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
時
季
は
夏
ま
つ
り
な
ど
多
数
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
催
し

を
主
催
さ
れ
る
方
は
、
消
火
器
の
準
備
や
消
防
署
へ
の
届
出
、
ま
た
、

使
用
機
器
の
点
検
に
加
え
、
催
し
に
お
け
る
火
気
の
取
扱
い
に
十
分

注
意
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

全
安

水
口
消
防
署
で
は
、
７
月
７

日
（
金
）
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

に
加
入
す
る
、
学
校
法
人
森
島

学
園
貴
生
川
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
、
夜
間
花
火
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
花
火
指
導
に
つ
い
て
は
、

幼
年
期
に
お
け
る
正
し
い
花
火

の
遊
び
方
を
身
に
つ
け
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
管
内
の
各

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
加
入
園
に
対

し
、
例
年
、
昼
間
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
お
泊

り
保
育
と
い
う
園
行
事
の
機
会

を
利
用
し
、
夜
間
に
実
施
し
ま

し
た
。

夜
間
で
の
花
火
指
導
は
、
昼

間
の
花
火
指
導
に
比
べ
臨
場
感

に
溢
れ
、
い
つ
も
以
上
の
指
導

が
で
き
、
防
火
意
識
が
さ
ら
に

高
ま
り
ま
し
た
。

花
火
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な

る
夏
休
み
を
前
に
園
児
た
ち
は
、

正
し
い
花
火
の
遊
び
方
を
消
防

職
員
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

▽
夜
間
花
火
指
導
の
様
子



写真② 写真①

写真④ 写真③

消火栓ボックス内の状況 消火栓内の状況

放水時の様子 スタンドパイプに結合

毎
年
９
月
９
日
は
、
「
救
急
の
日
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間

（
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
）
を
「
救
急
医

療
週
間
」
と
位
置
付
け
、
全
国
の
消
防
機
関

や
医
療
機
関
に
お
い
て
各
種
行
事
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

水
口
消
防
署
で
は
、
「
救
急
医
療
週
間
」

の
行
事
の
一
環
と
し
て
一
般
公
募
に
よ
る
普

通
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（２）発行：甲賀広域行政組合消防本部消防総務課 〒528-0005 滋賀県甲賀市水口町水口6218番地 ☎0748-63-7930 http://www.koka-koiki.jp/
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▽日時／平成29年９月３日(日)９時～12時

（受付開始は８時30分から）

▽場所／甲賀広域行政組合消防本部屋内訓練場

▽内容／普通救命講習

▽対象／甲賀市内に在住・在勤の方(中学生以上)

▽定員／30名（定員になり次第募集締切り）

▽募集期間／平成29年８月１日～８月25日まで

▽お問合せ(申込)先／水口消防署 救急係

☎0748-63-1119

み
な
さ
ん
は
、
お
近
く
の
消
火
栓
の
使
い
方
を
ご
存
じ
で
す
か
？

今
回
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
消
火
栓
を
使
用
し
て
素
早
い
初
期
消
火
が
で
き
る

よ
う
、
消
火
栓
の
使
い
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
消
火
栓
蓋
の
開
閉
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
消
火
栓
付
近
に
は

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
と
い
う
赤
い
箱
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
、
水
を
出
す

た
め
の
バ
ル
ブ
開
閉
を
行
う
「
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
」
と
「
Ｔ
型
フ
ッ
ク
」
、
消
火
栓

の
吐
出
口
と
ホ
ー
ス
に
結
合
す
る
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
」
、
１
本
20
ｍ
の
「
ホ
ー

ス
」
、
ホ
ー
ス
の
先
か
ら
水
を
放
水
す
る
「
筒
先
」
と
い
っ
た
資
器
材
が
入
っ
て
い

ま
す
が
、
消
火
栓
蓋
の
開
閉
に
は
、
こ
の
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
と
Ｔ
型
フ
ッ
ク
を
使
用

し
て
蓋
を
開
放
し
ま
す
。
こ
の
際
、
注
意
が
必
要
と
な
る
の
は
蓋
の
種
類
と
形
状
の

確
認
で
す
。
写
真
①
の
蓋
は
、
ど
ち
ら
か
の
赤
い
丸
の
箇
所
に
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
の

バ
ー
ル
部
を
差
し
込
み
、
ロ
ッ
ク
を
解
除
し
た
上
で
、
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
で
テ
コ
の

原
理
を
利
用
し
て
開
放
し
ま
す
。
写
真
②
の
蓋
は
赤
い
丸
の
箇
所
に
Ｔ
型
フ
ッ
ク
を

写
真
③
の
よ
う
に
差
し
込
み
、
90
度
回
転
し
、
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
で
テ
コ
の
原
理

で
開
放
し
ま
す
。
写
真
④
の
蓋
は
赤
い
丸
の
箇
所
に
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
を
差
し
込
み
、

テ
コ
の
原
理
で
開
放
し
ま
す
。

次
に
、
消
火
栓
の
使
用
方
法
を
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
先
ほ
ど
の
手
順
に
よ
り

消
火
栓
の
蓋
を
開
け
、
①
消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
消
火

栓
の
吐
出
口
に
結
合
し
バ
ル
ブ
に
消
火
栓
ハ
ン
ド
ル
を
差
し
込
み
、
②
ホ
ー
ス
を
伸

ば
し
て
メ
ス
金
具
を
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
に
結
合
し
、
③
ホ
ー
ス
の
オ
ス
金
具
と
筒
先

を
結
合
し
筒
先
を
保
持
し
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
が
完
了
し
た
段
階
で
、
バ
ル
ブ
を
開
放

す
れ
ば
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
火
栓
を
使
用
し
て
放
水
す
る
と
き
は
、
①
か
ら
③
ま
で
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
分

担
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
最
低
３
名
以
上
で
扱
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
道
路
交
通
法
で
は
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
吸
水
口
か
ら
５
ｍ
以
内
は
駐

車
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
お
近
く
の
消
火
栓
な

ど
の
位
置
を
確
認
し
、
付
近
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

正

し

く

Ⅰ

吐出口

バルブ
（ここに消火栓ハンドルを差し込む）(左側から）

スタンドパイプ
消火栓ハンドル
筒先
ホース

ゴム輪がついている側のホースの金具を結合

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
消
火
栓
吐
出
口
に
結
合

Ｔ型フック

筒先とホースを結合


